
（様式第２号）

□色彩が事業実施地点周辺の色彩と極端に違うものでないか。

□歩道と車道の色彩は、コントラストが大きくないか。

□歩道の色彩は、対面する歩道と同一の色彩、意匠となっているか。

□舗装を部分的に補修する場合は、補修する舗装部分と同じ色彩、意匠としているか。

〈　中心市街地（美装化された舗装に限る)　〉

□美装化された舗装となっているか。 □規定されたマンセル値を参考にしているか。

〈　２軸の道路　〉

□歩道は適度な分節や一部デザインを入れることにより、単調なデザインとなることを避けているか。

□規定されたマンセル値を参考にしているか。 □舗装の明度の差は１以下としているか。

□可能な区間においては、樹木を保全しているか。

□樹木の選定は、周辺の樹木、季節感、地域特性を配慮しているか。

□剪定の際は樹木の樹形に配慮した剪定を行っているか。

□防護柵等は、道路舗装と色彩のコントラストは大きくないか。

□標識等の比較的高い道路工作物は、ライトグレー等の空に馴染む色彩を使用しているか。

□周辺の道路工作物と集約や設置箇所をまとめる等の配慮を検討したか。

□近接する道路工作物や周辺施設の色彩、意匠を参考にしているか。

〈　都市景観形成道路地区（中心市街地を除く）　〉

□ダークブラウン系の色彩を使用しているか。

〈　中心市街地　〉

□規定されたマンセル値を参考にしているか。 □防護柵等は低明度の色彩を使用しているか。

□駐車止めは擬石材等の自然材料を使用しているか。

〈　２軸の道路　〉

□フラワーポットは酒樽をイメージしたものを使用しているか。

□規定されたマンセル値を参考にしているか。

□色彩、材料等を使用しすぎていないか。 □様々な方向からの見え方を考慮したか。

□高い場所に設置されるものは、ライトグレー等の空に馴染む色彩を使用しているか。

□構造体があるものは、周辺の色彩と合わせているか。

□デザインはシンプルなものとなっているか。

〈　中心市街地　〉

□構造体の意匠は、支柱等の意匠を周辺の公共広告物と同等のものとしているか。

□構造体の色彩は、規定されたマンセル値を参考にしているか。

□板面の地色の色彩は、規定されたマンセル値を参考にしているか。

□柵、フェンス等は周辺のまちなみに馴染むものとなっているか。

□看板の設置はないか。

道路工作物

街路樹

道路舗装

高架構造物

水路

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設計段階における景観形成チェックシート

公共広告物

〈　道路空間　〉〈　道路空間　〉〈　道路空間　〉〈　道路空間　〉

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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□舗装境界部の使用する色彩のコントラストは大きくなっていないか。

□舗装を部分的に補修する場合は、補修する舗装部分と同じ色彩、意匠としているか。

□舗装を使い分けるとき、色調を合わせているか。

□樹木を無くす際、別の樹木を植える等の措置を講じているか。

□新たな樹木を植樹する際、花のなるものなど季節を感じる樹木を選んでいるか。

□当該公園には、シンボルとなる樹木があるか。

□連続して植樹帯を設けているか。

□コミュニティー花壇の設置を検討したか。

□外部からの視線を極端に遮るような植樹を行っていないか。

□公園に付随する建築物は落ち着いた色彩を使用しているか。

□照明柱等の色彩は、周囲の色調に合わているか。

□駐車場は、周辺の植栽との連続性や一体性を考慮しているか。

□公園を囲む塀は樹木で隠す、目立たない色彩を使用する等の工夫をしているか。

□ベンチ、柵等の工作物は、舗装と色調を合わせる、若しくは擬木材を使用しているか。

□公共広告物の構造体の色彩は、周辺の舗装に合わせる、若しくは擬木材を使用しているか。

□デザインはシンプルなものとなっているか。

樹木等

舗装

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□段差など色彩を使い分ける必要が有る場合は、一定のコントラストをつけながらも全体として調和のと
れた色彩を使用しているか。

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公共広告物

公園施設

〈　都市景観形成道路地区（中心市街地を除く）　〉

〈　公園・緑地空間　〉〈　公園・緑地空間　〉〈　公園・緑地空間　〉〈　公園・緑地空間　〉

□ダークブラウン系の色彩を使用しているか。

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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□周辺のまちなみに調和した色彩、材料を使用しているか。

□境界部は、周辺とのコントラストが際立たないようにしているか。

□舗装を使い分けるとき、色調を合わせているか。

□経年劣化に耐えられる材料を使用しているか。

□既存の樹木は保全を検討したか。

□単調なデザインとならないように工夫したか。

□芝等の地被類の植樹を検討したか。

□修景緑化は検討したか。

遊歩道

□周辺施設と色彩を合わせいるか。

□公共広告物の構造体の色彩は、周辺の舗装に合わせ、コントラストを抑えたものとしているか。

□デザインはシンプルなものとなっているか。

□周辺施設と色彩を合わせいるか。

□歩道と車道が分かれているものは、色彩のコントラストを抑えているか。

□河川敷から高い場所に設置するものは、空になじむグレー系の色彩を使用しているか。

公共広告物

橋梁

舗装

法面

河川敷

河川構造物
□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〈　河川空間　〉〈　河川空間　〉〈　河川空間　〉〈　河川空間　〉

□法令等により色彩等が決まっている。（根拠法令等名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□段差など色彩を使い分ける必要が有る場合は、一定のコントラストをつけながらも全体として調和のと
れた色彩を使用しているか。

□花壇や植栽などにより沿道を緑化することを検討したか。
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